































































　仮定 I (同系性) 2 つの言語　,　 は，同系である。
　仮定 II (時間的恒常性) ある言語の 1000 年あた
　　　　　りの基礎語彙の残存率　 は，いつの時代
　　　　　でもほぼ一定である。
　仮定III (恒常性)1000 年あたりの残存率は， , 
　　　　　両言語でほぼ同じである。












　2. 仮定 I:同系の証明の困難。すなわち。仮定 I の
　　比較言語学による証明が困難である。これは単
　　語同士でも同じである。












　 上，エスキモー語では 0.10 未満と実際の言語
　では大きく違いがあり，一定しない。ただし，
　千年あたりの残存率　 が 0.1 であっても，100











　　では，　　　 のとき，一致数　　　　は 0 に
　　収束する。しかし，確率過程の理論によれば，
　　この極限値は，偶然による一致率(言語や一致































服部の公式によれば，それを      倍することに
よって 1400 年となる。
例．服部によれば，日本語京都方言と朝鮮語京城方
言は，93 項目中 10 から 18 語が同源にさかのぼると























































































　　　　　　　 に対し，ふたつの言語　 ,　 の一
致数を次で定義する
これは音韻対応表の対角和(トレース) である。




のことである。サイズが大きすぎて (        で
    ，そのようなデータを扱うには特別の方法が必

































































































　日本列島に到達したのは，3 万 8 千年以前(朝鮮
半島から対馬ルート)，2 万 6 千年前(サハリンから















系１. 千年後の残存数       の平均について
７　改良基本公式
８　日本語の起源は解決可能か？
0
─ 107 ─
言語年代学の基本公式の改良
　4 万年前には東アジアには　 染色体ハプログルー
プの　 系統の人たちが広く分布しており，日本列
島に渡ってきたのは彼らである。そうなると，彼ら
の使っていた言語もある程度近い言語であったと考
えられる。
　しかし，同じ　 系統の末裔である本土日本人と
北海道のアイヌ人の言語はまったく別の言語であ
る。4 万年もたつと単語レベルでは，同系の判定が
不可能なほど異なっている。
　結局日本語の起源を比較言語学だけで研究するこ
とはあまり有益と思えない。これは改良した基本公
式からも分かる。
　なお，定理に挙げた公式のかたについている 2
を服部四郎のアイデアにしたがって 1.4 とすると，
日本語と朝鮮語の分岐年代はほぼ 6146 年前となる。
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